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「
サ
ン
ラ
イ
ズ
や
ま
き
た
」　
い
よ
い
よ
完
成
！

「
サ
ン
ラ
イ
ズ
や
ま
き
た（
山
北
駅
北
側
定
住
促
進
住
宅
）」が

３
月
25
日
に
竣
工
し
、入
居
を
開
始
し
ま
す
。

　
立
地
条
件
の
良
さ

　
山
北
駅
の
す
ぐ
横
で
、
交
通
ア
ク
セ
ス
が
良

い
ほ
か
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
）
や
保
育
園
、
幼
稚
園
ま
で
徒
歩
数

分
と
い
う
子
育
て
に
は
好
条
件
な
場
所
で
生
活

で
き
ま
す
。

　
変
更
可
能
な
間
取
り（
全
室
）

　
子
ど
も
が
幼
少
期
に
は
、
間
仕
切
り
を
オ
ー

プ
ン
に
し
て
、い
つ
で
も
子
ど
も
の
様
子
が
見
ら

れ
る
状
態
に
で
き
、
子
ど
も
の
成
長
に
合
わ
せ

て
、
間
仕
切
り
に
よ
っ
て
独
立
し
た
部
屋
に
も
な

り
、
各
家
庭
に
合
わ
せ
た
間
取
り
が
可
能
で
す
。

　
附
属
設
備
の
充
実

　
各
住
戸
に
は
、
大
型
の
収
納
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト

を
は
じ
め
、
Ｉ
Ｈ
・
ガ
ス
コ
ン
ロ
対
応
の
キ
ッ

チ
ン
や
２４
時
間
換
気
機
能
な
ど
、
便
利
な
設
備

が
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
安
全
面
へ
の
配
慮

　
全
室
に
モ
ニ
タ
ー
付
き
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
を
設

置
し
て
い
る
ほ
か
、
１
階
の
住
宅
正
面
玄
関
が

オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
制
御
さ
れ
、
安
全
面
に
配
慮
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
床
に
は
防
炎
材
を
使
い
、

火
災
が
起
こ
り
に
く
い
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
サ
ン
ラ
イ
ズ
や
ま
き
た（
山
北
駅
北
側
定
住
促

進
住
宅
）は
、山
北
駅
北
側
元
気
づ
く
り
プ
ラ
ン

と
し
て
町
が
平
成
２３
年
度
か
ら
進
め
て
き
た
、

・
定
住
促
進
住
宅
の
建
設

・
周
辺
道
路
の
整
備

・
商
業
施
設
の
整
備
（
来
年
度
着
手
）

の
三
つ
の
計
画
の
う
ち
の
一
つ
で
、
住
宅
建
設

に
あ
た
っ
て
は
、
民
間
の
資
金
や
経
営
能
力
、

技
術
的
能
力
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
Ｐ

Ｆ
Ｉ
事
業
の
手
法
に
よ
り
、
今
月
２５
日
の
竣
工

に
向
け
て
現
在
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

子
育
て
し
や
す
い
居
住
環
境
の
整
備

　
サ
ン
ラ
イ
ズ
や
ま
き
た
は
、
若
い
子
育
て
世

代
を
主
な
対
象
と
し
て
、
子
育
て
し
や
す
く
安

心
し
て
定
住
で
き
る
生
活
環
境
の
提
供
を
目
的

に
建
設
し
て
い
ま
す
。
町
が
行
っ
て
い
る
小
児

医
療
費
助
成
や
出
産
祝
い
金
な
ど
の
各
種
制
度

と
併
せ
て
、
子
育
て
世
代
を
支
援
し
、
町
へ
の

定
住
を
促
進
し
ま
す
。

暮
ら
し
や
す
さ
へ
の
こ
だ
わ
り

　
サ
ン
ラ
イ
ズ
や
ま
き
た
は
、入
居
者
の
暮
ら
し

や
す
さ
を
考
慮
し
た
設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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そ
の
他

　
サ
ン
ラ
イ
ズ
や
ま
き
た
で
は
、
ペ
ッ
ト
と
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
制
限
が
あ
り
ま
す
）

　
ま
た
、
中
庭
に
は
、
居
住
者
の
方
や
近
隣
の

方
に
憩
い
の
場
と
し
て
使
う
こ
と
の
で
き
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
今
後
も
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

基
づ
き
、
町
営
住
宅
の
整
備
や
用
途
廃
止
な
ど

を
適
正
に
進
め
、
高
齢
者
や
若
者
・
中
堅
所
得

者
層
な
ど
に
も
対
応
し
た
施
設
整
備
を
行
い
ま

す
。

　
ま
た
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
や
ま
き
た
の
完
成
と
と

も
に
、
原
耕
地
地
区
商
業
施
設
の
オ
ー
プ
ン
や

丸
山
へ
の
企
業
進
出
な
ど
、
今
後
も
定
住
対
策

の
促
進
と
町
民
の
居
住
環
境
の
向
上
に
努
め
、

安
定
し
た
生
活
の
上
に
成
り
立
つ
積
極
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

１２
月
末
に
締
め
切
り
と
な
っ
た
入
居
者

募
集
に
つ
い
て
は
、
４２
戸
の
募
集
に
対
し

て
、
３２
戸
の
申
込
み
が
あ
り
、
１
月
に
一

次
の
入
居
者
決
定
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

方
々
を
対
象
に
、
２
月
１６
日
に
入
居
者
説

明
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
１
月
27
日
よ
り
入
居
者
の
追
加
募

集
を
し
て
い
ま
す
が
、
募
集
定
員
に
達
し
次

第
終
了
い
た
し
ま
す
の
で
、
空
室
状
況
に
つ

い
て
は
定
住
対
策
室
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
定
住
対
策
室
定
住
対
策
班

（
電
話
）
７
５
│
３
６
５
０

間仕切りを使えば、独立した部屋にすることが
可能（Ａタイプ、オープンルームの状態）

モニター付きイン
ターフォンが完備さ
れ、安全面にも配慮
されている

スイッチ類は低い位置で子ど
もにも操作しやすく、コンセ
ントは高い位置でペットのい
たずらによる漏電を防ぐ

入居者の方や近隣の方の憩い
の場として使うことのできる
コミュニティホール（2月18日
現在の様子）

広々としたリビング
（Ａタイプ、オープンルームの状態）

入
居
予
定
者
の
声

・
居
住
者
の
境
遇
が
似
て
い
る
と
思
う
の

で
、
子
ど
も
を
通
し
て
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
作
れ
そ
う
。　
　
　
（
20
代
女
性
）

・
子
育
て
な
ど
に
と
て
も
お
金
の
か
か
る

世
代
に
と
っ
て
、
同
規
模
の
民
間
賃
貸

住
宅
に
比
べ
て
家
賃
な
ど
の
負
担
が
比

較
的
軽
い
の
が
魅
力
。　
　
（
30
代
男
性
）

・
住
宅
設
計
（
間
取
り
や
電
源
ス
イ
ッ
チ
）

が
子
ど
も
に
配
慮
さ
れ
て
い
て
、
防
災

に
も
配
慮
さ
れ
て
い
る
の
で
安
心
。
駅

に
も
近
く
、
子
育
て
に
関
す
る
施
設
が

近
く
に
あ
る
の
で
助
か
る
。（
30
代
女
性
）

※全タイプ変更可能な間取り
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空き家見学ツアー
定住トピックス　その22

第２回やまきたLove婚を開催しました!

　毎年１回、町とやまきた定住協力隊の主催による空き
家見学ツアーを実施しています。４回目となる今回は昨
年12月７日に開催しました。
　当日は、東京都や横浜市・川崎市から12名の方にご参
加いただき、定住相談センター空き家バンク制度に登録
されている物件について、佐藤和寛アドバイザーから詳
細な説明を受けながら、貸家や売地を見学していただき
ました。
　また、田舎暮らし体験イベントでは、高橋良三隊長の
みかん園で、みかん狩り体験を行いました。
　ツアー終了時のアンケート調査やスタッフに寄せられ
た要望では、「山北町の魅力を知ることができた」、「冬の

山北町だけでなく、四季を通して山北
町を知りたいので、是非、次回も参加
してみたい」との意見を数多くいただ
きました。こうしたニーズに対し、今
後も引き続き、定住協力隊を中心に内
容を充実させていくとともに、町の魅
力発信により、更に定住促進につなが
るように普及啓発に努めていきます。

　地元企業や関係団体など計22社から協賛をいただき、昨年12月15
日に健康福祉センターを会場に、婚活支援モデル事業“やまきた
Love婚”を開催しました。
　今回は、一般公募による５名の方が実行委員会に加わるとともに、
当日は商工会青年部からも３名の方にご協力をいただくなど、官民協
働参画のイベントとなりました。
　実行委員会では、開催まで約５か月間にわたり計８回の委員会や
作業部会を開催して、山北らしい婚活について様々なアイディアを
出し合い、募集チラシやポスターの作成、参加要件等の規定づくり、

当日のプログラム等の詳細についても検討を重ね、実施に向けての準備作業に協力いただきました。綿密な準
備が功を奏し、参加募集開始から２週間で定員に達し、その後もキャンセル待ちを希望される方が非常に多かっ
たため、当初の定員枠を最大限に拡大し、男女合わせて54名27組の方が参加されました。
　当日は、オープニング後にテレビでもお馴染みの「お見合い回転寿司」で
自己紹介を行い、タッチウッドストラップづくり体験や、足柄牛等の地場産
品を使ったパーティー料理を堪能いただきながら、フリートークやビンゴ
ゲームなど終始和やかな雰囲気の中でイベントは進みました。そして、メイ
ンイベントであるカップリング発表では８組ものカップルが誕生しました。
　今後は、参加者のアンケート結果を踏まえ、これまでの実績や課題等
の整理を行い、婚活支援モデル事業の最終年度となる平成26年度事業
において、今後の事業の方向性やあり方等について検討をしていきます。
※プライバシー保護のため、写真にボカシ加工をしています。

な　じ
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町
で
は
、
就
学
・
就
職
な
ど
で
町
民
の
方
の
異
動
が

多
い
年
度
末
・
年
度
始
め
の
休
日
に
、
次
の
と
お
り
各

種
窓
口
業
務
を
行
い
ま
す
。

　
平
日
と
異
な
り
、
受
け
付
け
す
る
こ
と
の
で
き
な
い

業
務
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
不
明
な
点
は
担
当
課
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

｠　
日
時　
３
月
29
日（
土
）、
４
月
６
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

｠　
場
所　
役
場
本
庁
舎

　
　
　
　
（
清
水
・
三
保
支
所
は
除
き
ま
す
）

｠　
担
当
課
及
び
業
務
内
容

　
○
町
民
税
務
課
（
電
話
）
７
５
│
３
６
４
１

＊
住
民
票
の
異
動
（
転
入
・
転
出
・
転
居
）

＊
住
民
票
の
写
し
（
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
を

含
む
）
の
交
付

＊
印
鑑
登
録・登
録
廃
止
、印
鑑
証
明
書
交
付

＊
戸
籍
に
関
す
る
証
明
書
交
付

＊
身
分
証
明
書
交
付

＊
口
座
振
替
の
申
請
・
廃
止
手
続
き

＊
所
得
証
明
、
評
価
証
明
等
の
固
定
資
産
に
関
す

る
証
明
交
付

＊
納
税

　
○
保
険
健
康
課
（
電
話
）
７
５
│
３
６
４
２

＊
国
民
健
康
保
険
の
届
出
（
取
得
・
喪
失
）

＊
国
民
年
金
の
各
種
届
出
（
取
得
・
喪
失
な
ど
）

＊
介
護
保
険
の
届
出
（
取
得
・
喪
失
・
変
更
）

＊
介
護
認
定
相
談
及
び
申
請

＊
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
届
出（
取
得
・
喪
失
）

＊
料
金
納
付

　
○
福
祉
課
（
電
話
）
７
５
│
３
６
４
４

＊
小
児
医
療
証
交
付
申
請
・
医
療
費
助
成
申
請

＊
障
害
者
手
帳
申
請
、
自
立
支
援
医
療
申
請

＊
児
童
手
当
認
定
・
額
改
定
請
求
な
ど

　
○
上
下
水
道
課
（
電
話
）
７
５
│
３
６
４
５

＊
上
下
水
道
の
各
種
届
出
（
開
始
・
中
止
な
ど
）

＊
料
金
納
付

３
月
２９
日（
土
）、４
月
６
日（
日
）に

　
　
　
　
　
各
種
窓
口
業
務
を
行
い
ま
す

平
成
26
年
４
月
か
ら

身
体
障
害
者
手
帳
の
認
定
基
準
が

　
　
　
　
　
　
　
　
変
わ
り
ま
す

　
平
成
26
年
４
月
１
日
以
降
の
申
請
か
ら
新
た
な
認
定
基
準
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
平
成
26
年
３
月
末
ま
で
に
診
断
書
・
意
見
書
が
作
成
さ
れ

た
方
に
つ
い
て
は
、
６
月
末
ま
で
に
申
請
す
れ
ば
従
来
の
基
準
で
認
定

さ
れ
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
祉
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
【
問
合
せ
】
福
祉
課
福
祉
推
進
班

（
電
話
）
７
５
│
３
６
４
４

　
医
学
技
術
の
進
歩
に
伴
い
、
平
成
26
年
４
月
か
ら
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー

等
（
体
内
植
え
込
み
型
除
細
動
器
を
含
む
）
や
人
工
関
節
（
人
工
骨
頭

を
含
む
）
を
入
れ
た
方
に
対
す
る
身
体
障
害
者
手
帳
の
認
定
基
準
が
見

直
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◎ペースメーカー等を入れた方（心臓機能障害）

平成26年３月まで

一律１級に認定

平成26年４月から
１級、３級、４級の
いずれかに認定

※ペースメーカーへの依存度や日常生活活動の制限の程度
　に応じて認定。

◎人工関節等を入れた方（肢体不自由）

平成26年３月まで 平成26年４月から

一律４級に認定 ４級、５級、７級、非該当の
いずれかに認定

【股関節・膝関節】

※術後の経過が安定した時点での関節可動域等に応じて
　認定。

一律５級に認定 ５級、６級、７級、非該当の
いずれかに認定

【足関節】

閉
庁
日
の
証
明
書
交
付

　
閉
庁
日
〔
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
〕
で
も
、
次
の
証
明

書
に
つ
い
て
は
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
平
日
の
開
庁
時

間
に
町
民
税
務
課
へ
電
話
等
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
○
住
民
票
の
交
付

　
○
課
税
証
明
書
、
各
種
納
税
証
明
書
、
非
課
税
証
明
書
、　

　
　
評
価
証
明
書
の
交
付

※

な
お
、
こ
の
証
明
書
の
交
付
は
、
郵
送
で
請
求
す
る
こ
と
も

　
可
能
で
す
。
詳
し
く
は
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

　
く
か
、
直
接
町
民
税
務
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
交
付
窓
口　
山
北
町
役
場
警
備
員
室

　
　
　
　
　
　
　

※

役
場
庁
舎
裏
口
に
あ
り
ま
す
。

　
　
交
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　
　
　
　
　
　
【
問
合
せ
】
町
民
税
務
課
町
民
班
・
税
務
班

（
電
話
）
７
５
│
３
６
４
１
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人
権
と
は
「
私
た
ち
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い

る
、
人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
に
、
誰
か

ら
も
侵
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
基
本
的
権
利
」
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
い
ま
だ
に
様
々
な
人
権
侵
害
を
受

け
、
悩
み
苦
し
ん
で
い
る
多
く
の
人
々
が
い
る
こ
と
も

事
実
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
誰
も
が
生
涯
、
人
間
と
し
て
尊
ば
れ
、

愛
情
と
信
頼
に
満
ち
た
温
か
い
人
間
関
係
の
中
で
幸
せ

に
暮
ら
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
詩
「
お
人
よ
し
花
嫁
万
歳
」
は
、
幼
心
に
も
相
手
の

心
の
痛
み
や
思
い
に
共
感
し
、
相
手
の
立
場
を
受
け
入

れ
る
温
か
い
人
間
関
係
が
伝
わ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
が
、豊
か
な
情
操
、思
い
や
り
、善
悪
の
判
断
、

人
権
感
覚
等
を
育
む
こ
と
は
、
成
長
し
て
い
く
過
程
で

と
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
尊
重
さ
れ
、
人
権
が
侵
さ
れ
な
い
社

会
を
築
く
た
め
に
は
、
大
人
自
身
が
、
差
別
を
し
な

い
・
偏
見
を
持
た
な
い
等
、
日
々
の
生
活
の
中
で
自
ら

の
姿
勢
と
し
て
、
子
ど
も
が
幼
少
の
頃
か
ら
示
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
お
互
い
が
尊
重
さ
れ
、
認
め
合
え
る
社
会
に
向
か
っ

て
と
も
に
歩
み
ま
し
ょ
う
。

　

Ｄ
Ⅴ
被
害
者
の
人
権

　
今
回
は
、
Ｄ
Ⅴ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン

ス
）
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
は
、
配
偶
者
・
恋
人
な
ど
親
密
な
関
係
に
あ
る

間
柄
で
、
特
に
外
部
の
目
に
触
れ
に
く
い
家
庭
内
で
起

こ
り
、
一
方
が
暴
力
に
よ
っ
て
他
方
を
支
配
す
る
行
為

で
す
。
被
害
の
多
く
は
女
性
で
す
。
Ｄ
Ｖ
は
、
家
庭
・

個
人
の
問
題
と
し
て
片
づ
け
ら
れ
な
い
、
人
間
と
し
て

の
尊
厳
を
傷
つ
け
、
犯
罪
行
為
を
も
含
む
重
大
な
人
権

侵
害
で
す
。

　
そ
し
て
、
被
害
者
の
み
な
ら
ず
そ
の
家
族
で
あ
る
子

ど
も
に
も
心
身
に
深
い
傷
を
残
し
、
児
童
虐
待
と
し
て

社
会
問
題
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
暴
力
が
起
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う

○
身
体
的
暴
力
（
殴
る　
け
る　
物
を
投
げ
る　
首
を

し
め
る　
包
丁
を
振
り
ま
わ
す
）

○
精
神
的
暴
力
（
暴
言
を
は
く　
大
声
で
ど
な
る　
脅

す　
無
視
を
す
る　
浮
気
を
す
る
）

○
性
的
暴
力
（
性
行
為
を
強
要
す
る　
避
妊
に
協
力
し

な
い
）

○
経
済
的
暴
力
（
生
活
費
を
わ
た
さ
な
い　
借
金
を
重

ね
る
）

○
社
会
的
暴
力
（
外
出
や
親
せ
き
・
友
人
と
の
付
き
合

い
を
制
限
す
る
）

　
暴
力
は
、
複
合
的
に
絡
み
繰
り
返
し
起
き
ま
す
。

暴力の相談件数

平成

２０年

２１年

２２年

２３年

２４年

件数

５，８６１

６，２６３

６，０４０

６，５０４

７，７４０

（県内配偶者暴力相談 
　支援センター調べ）
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被
害
者
に
ど
ん
な
影
響
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

　

Ｄ
Ｖ
は
、
安
心
で
き
る
は
ず
の
家
庭
で
、
一
番
信
頼

す
る
相
手
か
ら
予
想
も
つ
か
な
い
理
由
で
繰
り
返
し
暴

力
を
受
け
、
苦
痛
が
続
き
ま
す
。

①
被
害
者
の
心
身
・
生
活
に
影
響　

・
暴
力
に
お
び
え
不
安
や
苦
痛
で
悩
む
末
、
絶
望
・
無

気
力
・
孤
独
感
・
男
性
（
女
性
）
へ
の
恐
怖
心
・
自

責
の
念
等
心
的
外
傷
が
起
こ
り
、
不
眠
・
頭
痛
・
動

悸
・
下
痢
等
ス
ト
レ
ス
障
が
い
を
起
こ
し
ま
す
。

・
身
体
的
暴
力
は
、
骨
折
や
打
撲
、
や
け
ど
、
あ
ざ
等

後
遺
症
も
残
り
深
刻
で
す
。

・
繰
り
返
さ
れ
る
暴
力
の
末
、
自
殺
や
加
害
者
を
殺
害

す
る
悲
惨
な
事
件
も
あ
り
ま
す
。

　
暴
力
は
、
明
る
く
幸
せ
な
家
庭
や
社
会
を
不
幸
に
し

て
し
ま
う
最
大
の
人
権
侵
害
で
す
。

②
子
ど
も
に
影
響　
児
童
虐
待
行
為　

　
大
好
き
な
両
親
の
悲
鳴
・
叫
び
声
・
物
が
投
げ
ら
れ

る
、
脅
迫
す
る
言
葉
等
を
繰
り
返
し
目
の
当
た
り
に
し

た
子
ど
も
は
心
理
的
虐
待
を
受
け
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

場
に
居
合
わ
せ
殴
る
・
け
る
な
ど
の
被
害
を
受
け
る
こ

と
も
あ
り
、
心
身
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
受
け
ま
す
。

・
健
全
な
発
達
が
保
障
さ
れ
に
く
い　
↓　
学
校
を
休
み

が
ち
に
な
る
、
学
業
が
遅
れ
る
、
友
だ
ち
に
暴
力
を
ふ

る
う
、
徘
徊
を
す
る
等
問
題
行
動
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

・
暴
力
は
次
世
代
に
受
け
継
が
れ
る　
↓　
虐
待
が
行
わ

れ
る
環
境
で
育
つ
子
ど
も
は
、
男
性
優
位
の
人
権
認
識

が
成
立
し
、
暴
力
は
再
び
次
世
代
へ
受
け
継
が
れ
ま

す
。
暴
力
は
、
社
会
全
体
が
悪
循
環
を
き
た
す
深
刻
な

問
題
で
す
。

「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」同
棲
し
て
い
な
い
若
い
恋
人
同
士
の
暴
力
も

問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
言
葉
や
体
、
態
度
等
で
暴
力
を
受

け
ま
す
。「
ラ
ブ
ラ
ブ
期
・
イ
ラ
イ
ラ
期
・
バ
ク
ハ
ツ
期
」が
あ

り
Ｄ
Ｖ
と
同
じ
サ
イ
ク
ル
で
す
。
悩
ま
ず
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

な
ぜ
暴
力
は
起
き
る
の
で
し
ょ
う

　
男
性
優
位　
女
性
従
属
の
力
関
係

　
社
会
は
、
男
女
の
経
済
力
や
社
会
的
地
位
の
格
差
が

根
強
く
あ
り
ま
す
。
男
性
優
位
の
社
会
構
造
は
、
女
性

を
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
み
な
い
差
別
か
ら
生
ま
れ
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
女
性
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
構
造
に
向
け
て
、
み
ん
な

で
取
り
組
む
こ
と
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
く
ら
せ
る
社
会
へ

　
暴
力
は
、
家
庭
内
の
事
だ
か
ら
と
躊
躇
せ
ず
、
自
分

や
子
ど
も
の
幸
せ
を
考
え
、
町
や
県
の
各
機
関
や
電
話

相
談
窓
口
等
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
私
た
ち
は
、
一
人
ひ
と
り
は
自
由
で
あ

り
、
平
等
で
あ
り
、
人
と
し
て
の
尊
厳
が
あ
る
こ
と
を

理
解
し
、
喜
び
や
責
任
を
分
か
ち
合
い
、
個
性
や
能
力

が
発
揮
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ
す
こ
と
が

重
要
で
す
。

　
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
温
か
い
人
間
関
係
を
、
地
域
社

会
全
体
で
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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ど
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子
育
ていい

ね
！

子
育
て
っ
て

臼井さん
ご家族
＜下本村＞

工
夫
し
て
い
る
点
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
私
は
、全
部
で
１
町
２
反（
約
３
，６
０
０
坪
）

ほ
ど
の
茶
園
を
管
理
し
て
い
ま
す
が
、
乗
用

型
機
械
を
導
入
し
て
か
ら
、
整
枝
や
摘
採
が

非
常
に
効
率
良
く
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
茶
園
は
、
全
体
を
同
じ
よ
う
に
手
を
か

け
て
管
理
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
よ
り
品
質
の
良
い
お
茶
を
作
る
た

め
に
、
肥
料
の
葉
面
散
布
を
行
っ
た
り
、
複

数
あ
る
品
種
の
摘
み
方
や
蒸
し
度
を
調
整
し

た
り
と
、
い
ろ
い
ろ
な
試
み
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
荒
茶
工
場
で
他
の
生
産
者
の
方
か
ら

委
託
さ
れ
た
お
茶
の
加
工
も
し
て
い
ま
す
の

で
、そ
の
時
期
は
工
場
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
、

自
分
の
茶
園
は
整
枝
時
期
や
品
種
の
組
み
合

わ
せ
な
ど
を
工
夫
し
て
、
摘
採
時
期
を
ず
ら

す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。」

　
今
後
の
お
茶
に
対
す
る
思
い
を
お
話
し
く
だ
さ
い
。

「
神
奈
川
県
手
揉
み
茶
研
究
会
と
い
う
会
を

お
茶
生
産
者
の
有
志
数
名
で
作
り
、私
が
会
長

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、全
国

手
揉
み
茶
品
評
会
で
入
賞
す
る
な
ど
、手
揉
み

茶
で
の
足
柄
茶
の
実
績
も
出
来
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
の
風
評
被
害
も
、多
く
の
生
産
者
の

方
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て
基
準
値
以
下
と
な
り
ま

し
た
。今
後
も
今
以
上
に
、足
柄
茶
の
消
費
拡

大
の
た
め
に
、安
全・安
心
で
お
い
し
い
お
茶
作

り
に
努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、近

年
の
不
安
定
な
気
候
に
よ
る
霜
害
や
獣
害
に

も
気
を
つ
け
な
が
ら
、今
年
も
足
柄
茶
が
た
く

さ
ん
収
穫
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。」

※

１　
茶
園
の
「
土
壌
管
理
」「
病
害
虫
」「
樹
勢
・
葉
層
」

「
葉
状
・
分
枝
」「
整
枝
・
均
整
度
」
な
ど
を
審
査

※

２　
荒
茶
（
生
葉
を
蒸
し
て
熱
や
力
を
加
え
て
揉
み
、
乾

燥
さ
せ
た
茶
）
の
「
形
状
・
色
沢
」「
水
色
」「
香
気
」

「
滋
味
」
な
ど
を
審
査

　
こ
ん
に
ち
は
。
向
原
の
臼
井
と
申
し
ま
す
。

２
０
１
１
年
９
月
７
日
に
私
た
ち
の
長
男
、

優
真
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
今
、
２
歳
で
す
。

　

優
真
は
、
生
ま
れ
た
時
か
ら
元
気
い
っ
ぱ

い
で
、
よ
く
泣
く
赤
ち
ゃ
ん
で
し
た
。
ピ
ア

ノ
が
大
好
き
で
、
泣
い
て
い
る
優
真
に
ピ
ア

ノ
を
弾
い
て
あ
げ
る
と
ご
機
嫌
に
な
り
、
眠

っ
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
で
も
音
楽
が
大
好
き
で
、
ピ
ア
ノ
を
弾

い
て
遊
ん
だ
り
、
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
、
元

気
い
っ
ぱ
い
の
明
る
い
性
格
で
す
。
他
に
は

ブ
ロ
ッ
ク
や
積
み
木
で
遊
ぶ
こ
と
も
好
き
で
、

パ
パ
と
一
緒
に
ブ
ロ
ッ
ク
で
遊
ぶ
の
が
大
好

き
で
す
。
う
ま
く
で
き
る
と
「
で
き
た
！
マ

マ
見
て
！
」と
嬉
し
そ
う
に
す
る
の
を
、見
て

い
て
可
愛
い
で
す
。

　
最
近
は
、
マ
マ
の

家
事
の
お
手
伝
い
を

し
て
く
れ
ま
す
が
、

中
で
も
お
料
理
が
一

番
好
き
な
よ
う
で
、

野
菜
を
洗
っ
た
り
卵

を
割
っ
た
り
、
う
ま

く
で
き
な
い
時
に
は

泣
い
た
り
、
怒
っ
た

り
し
な
が
ら
も
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い
る

の
で
、
で
き
る
だ
け

優
真
の
挑
戦
し
た
い

こ
と
を
さ
せ
て
あ
げ

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
う
ま
く
で
き
た
時

の
嬉
し
そ
う
な
顔
を
見
て
い
る
と
、
こ
ち
ら

も
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

　

子
育
て
は
、
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

毎
日
何
か
楽
し
い
こ
と
や
嬉
し
い
こ
と
が
あ

り
、
優
真
の
笑
顔
が
何
よ
り
の
癒
し
で
す
。

将
来
、
心
の
優
し
い
元
気
な
子
に
育
っ
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
周
囲
の
人

々
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
育
児
を
楽
し
み
つ

つ
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
お
話
は
、
お
母
さ
ん
の
万
紗
子
さ
ん
）

町
の
人

　
籔
田
美
紀
夫
さ
ん
は
、足
柄
茶
の
生
産
者
と

し
て
、昨
年
審
査
が
行
わ
れ
た
神
奈
川
県
茶
園

共
進
会（※

１
）で
１
等
、
足
柄
茶
品
評
会（※

２
）

で
優
等
と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
ら

れ
、
今
年
１
月
30
日
に
行
わ
れ
た
神
奈
川
県

茶
業
振
興
協
議
会
に
お
い
て
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
籔
田
さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
受
賞
さ
れ
た

感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

「
共
進
会
や
品
評
会
で
は
、
過
去
に
何
度
も

賞
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
良
い
評

価
を
し
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と
は
嬉
し
い

で
す
。
年
々
出
品
数
が
減
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

よ
う
で
、
今
年
も
お
誘
い
を
い
た
だ
き
出
品

し
ま
し
た
が
、
私
は
審
査
用
の
お
茶
や
茶
園

を
特
別
に
作
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い
で
す
。
特

に
今
回
の
品
評
会
で
は
、
収
穫
期
の
一
番
最

後
の
お
茶
を
出
品
し
た
の
で
、
ま
さ
か
入
賞

で
き
る
と
は
思
い
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。」

　
お
茶
を
栽
培
さ
れ
て
い
る
上
で
の
ポ
イ
ン
ト
や
、

籔
田　
美
紀
夫
さ
ん　

（
足
柄
茶
生
産
者
、
荒
茶
工
場
経
営
者
）

お
父
さ
ん　
臼
井　
大
輔
さ
ん

お
母
さ
ん 

万
紗
子
さ
ん

 

優
真
く
ん

ゆ
う
ま

２
歳

も

も

て
き
さ
い
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　第６５回
川本杯争奪チームレース大会

県指定無形民俗文化財
世 附 の百 万 遍 念 仏

　
１
月
13
日
、
成
人
の
日

｠　
１
月
13
日
、
成
人
の
日
。

　
式
典
を
終
え
た
ば
か
り
の
二
十
歳
の
青
年

が
30
名
ほ
ど
、
川
村
小
学
校
の
校
庭
に
晴
れ

着
の
ま
ま
集
ま
り
ま
し
た
。
２
０
０
６
年
３

月
に
同
校
を
卒
業
し
た
皆
さ
ん
が
、
卒
業
時

に
埋
め
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
掘
り
起
こ
し

に
来
た
の
で
す
。

　
「
箱
の
中
に
小
学
生
の
時
の
気
持
ち
を
詰

め
て
、
大
人
に
な
っ
た
自
分
に
伝
え
た
か
っ

た
。」
と
始
め
た
と
の
事
。

　
子
ど
も
の
時
の
自
分
に
出
会
え
た
大
人
の

皆
さ
ん
は
何
を
感
じ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
は
、
未
来
に
つ
な
が
る

も
の
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 （

武
井　
智
子
さ
ん
）

　
大　
雪

　
こ
の
冬
三
度
目
の
積
雪
は
、
住
民
の
生
活

に
大
き
な
影
響
が
出
ま
し
た
。

　
御
殿
場
線
は
終
日
運
休
に
な
り
、
国
道
２

４
６
号
も
大
渋
滞
で
す
。
町
立
山
北
診
療
所

も
臨
時
休
診
に
な
り
ま
し
た
。

　
昔
か
ら
お
住
ま
い
の
方
に
伺
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
ほ
ど
積
も
っ
た
の
は
あ
ま
り
記
憶
に
無

い
と
の
事
で
し
た
。

　
朝
か
ら
総
出
の
雪
か
き
で
し
た
が
、
地
区

の
業
者
さ
ん
の
重
機
が
大
活
躍
で
、
本
当
に

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

（
白
井　
悦
子
さ
ん
）

町
民
レ
ポ
ー
タ
ー
が

　
　
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
！

　２月15日と16日、向原の能安
寺道場で、世附の百万遍念仏が披
露されました。今年は、前日14
日に大雪に見舞われたものの、雪
降る中での練習や当日早朝からの
準備など、関係者のご尽力と熱意
により、例年同様に「地域や家内
の安全・無病息災」のため開催さ
れました。
　巨大な滑車に取り付けられた大
数珠が勢いよく回される巧みな技
と、数珠が床にぶつかる大きな音
に観客からは歓声が上がり、数珠
回しを体験した観客は、その難し
さを体で感じていたようでした。
　数珠廻しの後は、姫の舞や剣の
舞、おかめの舞など様々な舞いや
神楽が行われ、それぞれ演じた方
々に大きな拍手が送られ、大きな
声援や笑い声が会場に響いていま
した。

　１月19日、第65回川本杯争奪チームレース大会
が行われました。
　この大会は、山北高校を発着として山北町内を周
回するコースで、３人１組のチームレースと個々の
タイムを争う個人レースが行われ、大会には中学男
子の部28チーム、中学女子の部21チーム、一般男
子の部８チーム、一般女子の部８名が参加しました。
　町内からは、中学男子の部に山北中学校から男子
10チーム、中学女子の部に山北中学校から６チー
ム、一般男子の部に１チーム、一般女子の部に１名
が参加しました。
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第24号　
日
本
で
は
、
平
成
10
年
か
ら
14
年
連
続

で
年
間
自
殺
者
数
が
３
万
人
を
越
え
た
状

態
が
続
き
ま
し
た
。　
　

　
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
の
死
は
、
普
段
の

生
活
か
ら
想
像
す
る
の
は
難
し
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
た
と
え
ば
、
人
口
が
約
３
万
人
の
ま
ち

な
ら
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。　
　

　
１
年
で
丸
ご
と
ま
ち
が
消
え
て
し
ま
い

ま
す
。

　
平
成
24
年
に
は
年
間
自
殺
者
数
が
３
万

人
を
下
回
っ
た
も
の

の
、
依
然
と
し
て
深

刻
な
状
態
が
続
い
て

い
ま
す
。

　

〜
自
殺
の
サ
イ
ン

　
（
自
殺
対
策
白
書
よ
り
抜
粋
）〜

①
原
因
不
明
の
身
体
の
不
調
が
続
く

②
う
つ
病
に
似
た
症
状（
気
分
が
沈
む
、

　
自
分
を
責
め
る
、
決
断
で
き
な
い
、

　
不
眠
な
ど
）
が
続
く

③
安
全
や
健
康
が
保
て
な
い

④
仕
事
の
負
担
が
急
に
増
え
る
、
大
き

　
な
失
敗
を
す
る
、
職
を
失
う

⑤
自
殺
を
口
に
す
る

⑥
自
殺
未
遂
の
経
験
が
あ
る　
な
ど

　

も
し
「
死
に
た
い
」
と

打
ち
明
け
ら
れ
た
ら

　
「
死
に
た
い
」は
、「
助
け
て
ほ
し
い
」の

裏
返
し
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
話
し

て
く
れ
た
こ
と
を

ね
ぎ
ら
い
、
つ
ら

い
気
持
ち
を
受
け

止
め
、
じ
っ
く
り

話
を
聴
き
ま
し
ょ

う
。解

決
の
糸
口
は
必
ず
あ
り
ま
す

　
悩
み
に
は
必
ず
原
因
が
あ
り
、
そ
の
解

決
の
糸
口
も
必
ず
あ
る
も
の
で
す
。
直
接

手
助
け
が
で
き
な
い
場
合
で
も
、
話
を
よ

く
聞
き
、
専
門
の
相
談
先
が
あ
る
こ
と
を

伝
え
て
く
だ
さ
い
。

◎
身
近
な
相
談
窓
口
◎

山
北
町
役
場

福
祉
課
【
電
話
75　
│
３
６
４
４
）

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
【
電
話
75　
│
０
８
２
２
】

足
柄
上
保
健
福
祉
事
務
所

保
健
予
防
課
【
電
話
83　
│
５
１
１
１
㈹
】

な
ぜ
自
殺
を
し
て

し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か

　
自
殺
の
原
因
は
ひ
と
つ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
心
や
体
の
健
康
、
仕
事
や
職
場
の
悩

み
、
家
族
間
の
問
題
な
ど
、
様
々
な
要
因

が
絡
み
合
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
悩
み
や
問
題
に
直
面
し
た
と
き
、
ひ

と
り
で
抱
え
こ
ん
で
誰
に
も
相
談
で
き

ず
、
心
理
的
に
追
い
込
ま
れ
た
結
果
、
自

殺
す
る
こ
と
が
唯
一
の
解
決
法
だ
と
思
い

こ
ん
で
し
ま
う
の
で
す
。

自
殺
を
未
然
に
防
ぐ
に
は

　

自
殺
を
考
え
て
い
る
人
は
「
死
に
た

い
」
気
持
ち
と
「
死
に
た
く
な
い
」
気
持

ち
の
間
で
激
し
く
揺
れ
動
い
て
い
ま
す
。

そ
し
て
何
ら
か
の
方
法
で
助
け
を
求
め
る

サ
イ
ン
を
出
し
て
い
る
の
で
す
。

気
づ
い
て
く
だ
さ
い
！　
体
と
心
の
限
界
サ
イ
ン

〜
３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す
〜

【
さ
く
ら
の
湯
】通
信

今
月
の
イ
ベ
ン
ト
日

3
月
5
日（
水
）  「
み
か
ん
」風
呂

３
月
26
日（
水
）  

風
呂（
ふ
ろ
）の
日

・
毎
月
26
日
を
風
呂
の
日
と
し
、

　
当
日
利
用
券
を
購
入
し
入
場
さ

れ
た
方
全
員
に
、次
回
平
日
ご
利

用
割
引
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

※

詳
し
く
は
、
町
Ｈ
Ｐ

　
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

さ
く
ら
の
湯
は
、２
月
９
日
㈰

　
　
に
入
場
者
数
80
万
人
を
突
破

し
ま
し
た
。今
後
と
も
末
永
い
ご
利

用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

祝
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心の豊かさは学びから
「あなたも生涯学習活動に参加してみませんか」

中央公民館が「生涯学習センター」に変わります

利　用　範　囲　新たに次の利用ができるようになります。
　　　　　　　　①企業や事業所の利用　②政治・政党の活動　③個人利用　④入場料などを徴収する利用　

⑤営利目的の物品などの販売や催し　⑥営利を伴う塾、講演会の利用
　　　　　　　　※④、⑤、⑥で利用の際の使用料は、次のとおり一定の率を乗じた額を加算します。

1,000 円以上 3,000 円未満
3,000 円以上 5,000 円未満
5,000 円以上
営利目的の物品などの販売や催し

入場料等の金額
使用料に 50％を乗じて得た額を使用料に加算
使用料に 100％を乗じて得た額を使用料に加算
使用料に 125％を乗じて得た額を使用料に加算
使用料に 125％を乗じて得た額を使用料に加算

加　　算　　額

　４月１日（火）から中央公民館は、多様化するニーズに応じて幅広い用途で利用できる「生涯学習センタ
ー」に変わります。現在の中央公民館と同様、学習機会の提供や情報の提供を支援し、生涯学習の活性化を
進めます。詳細については、町ホームページ及び広報で紹介していきます。

施 設 の 名 称　山北町立生涯学習センター
使　　用　　料　利用拡大をはかるために見直しを行い、現在の使用料より減額します。なお、見直し後の

主な施設の使用料は次のとおりです。また、音響などの付属設備・器具等の使用料には変
更がありません。

※午前・午後・夜間の使用区分に分かれています。なお、継続して使用する場合は、①＋②または、
　②＋③、①＋②＋③の金額になります。

会議室（第 1・2・3）
和室
多目的ホール
視聴覚ホール

施設の名称

600 円
1,200 円
5,000 円
2,500 円

①午前９時から
　正午まで

800 円
1,600 円
6,000 円
3,300 円

②午後１時から
　午後５時まで

1,000 円
2,000 円
8,000 円
3,900 円

③午後６時から
　午後10時まで

利用日の3か月前の月の初日から利用日の3日前まで 利用日の3か月前の月の15日から利用日の3日前まで
利用日の5か月前の月の初日から利用日の7日前まで（特殊設備を使用する場合は利用日の14日前まで）ホール

ホール以外

通常の利用の場合 入場料などを徴収する利用・
営利目的の物品など販売や催しの場合

施設利用申込み　施設利用申込み開始日を一部変更しました。

電話、FAXの変更はありません。
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出　演　三遊亭　好楽（笑点出演中）
　　　　三遊亭　王楽
　　　　林家　あずみ　他
日　時　４月２７日（日）　
　　　　１４：００開演（１３：３０開場）
場　所　１階　多目的ホール
定　員　４０８名（要整理券・無料）   

整理券の配布方法　３月２５日（火）９：００より中央公民館、清水・三保支所にて申込みと同時に整理券を配
布します（お１人様３枚まで）。定員になりしだい締め切りとさせていただきます。

生涯学習センターオープン寄席

◎ 教室についての申し込み、問い合わせは中央公民館事務室Tel（75）3131までどうぞ！

＊3月5日（水）９：００から申し込みの受付をします。
　定員になりしだい締め切りとなります。
＊3月5日（水）９：００から申し込みの受付をします。
　定員になりしだい締め切りとなります。

ジャズ体操サークル「スマイリーキッズ」サークル見学と体験教室のお知らせ
 子どものジャズ体操サークルです。毎週金曜日に、１階多目的ホールにて低・高学年・中学生以上に分かれて、元気に
レッスンしています。基本のストレッチ・リズムの取り方、少し難しいステップ等も、楽しい音楽に合わせて踊ります。
日  時　☆見学：３月７日（金）・１４日（金）・２８日（金）   ☆体験：４月１１日（金）・１８日（金）
  　　　・小学１～３年生 １８：００～１９：００　・小学４～６年生 １９：００～２０：００
場  所  １階 多目的ホール 参加費  見学は無料。体験は初回無料（２回目の参加費は500円となります）
対  象  小学生（定員なし、保護者の見学可） 持ち物  動きやすい服装・飲み物・タオル

～子ども達が１年間がんばって練習してきた成果をすてきなメロディーにあわせて発表します。皆様、ぜひお越しください！～
日　時　３月１６日（日）１４：００開演
場　所　１階 多目的ホール
内　容　「スタジオジブリの音楽より」　ほか

第13回　ジュニアコーラス ミニコンサート を開催します！

入場自由・無料

～１年間練習してきた子ども達の演劇と、かわいいダンスを発表します。皆様、ぜひご覧ください！～
日　時　３月２２日（土）１４：００開演
場　所　１階 多目的ホール
内　容　「アラビアンナイト」「ダンスレビュー」　ほか

ワンダーランド 春の公演 を開催します！

入場自由・無料

～昔懐かしい、「日本の昔ばなし（花さか爺さん　ほか８話）」を上映します！～
日　時　３月２９日（土）１３：３０上映
場　所　３階 視聴覚ホール

春休み親子映画鑑賞会 を開催します！

入場自由・無料

三遊亭好楽

～生涯学習センターのオープンを記念して、
　『生涯学習センターオープン寄席』を
　開催します。～

三遊亭王楽

イベントのお知らせ
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＊都合により内容を変更する場合もありますのでご了承ください。
行行
事事
予予 定定

※中央公民館（図書室を含む）は、年末年始を除く祝日も開館しております。
　ただし、祝日の翌日は休館になります。
※      　は休館日、    　 は祝日。
　　　　は蔵書点検のため、図書室のみお休みさせていただきます【3月4日㈫～9日㈰】

休 館 日

日

4
11
18
25

月

5
12
19
26

火

6
13
20
27

水

7
14
21
28

木
1
8
15
22
29

金 土
3月

2
9
16
23
30

3
10
17
24
31

日
4
11
18
25

月
5
12
19
26

火

6
13
20
27

水

7
14
21
28

木
1
8
15
22
29

金 土
4月

2
9
16
23
30

3
10
17
24

場　　所 対象催　し　物　名 主催者 ・ 問合せ開始時刻

場　　所 開始時刻 対象4月（前半） 催　し　物　名 主催者 ・ 問合せ

３月
多目的ホール
１ 階 ロ ビ ー
視聴覚ホール
図 書 室
美 術 工 芸 室
１ 階 ロ ビ ー
多目的ホール
視聴覚ホール
事 務 室 前
視聴覚ホール
多目的ホール
図 書 室

多目的ホール

多目的ホール
多目的ホール
多目的ホール

多目的ホール

１ 階 ロ ビ ー

視聴覚ホール

図 書 室
１ 階 ロ ビ ー

多目的ホール

申込者
申込者
申込者
自 由
申込者
自 由
申込者
申込者
対象者
申込者
自 由
自 由

自 由

申込者
申込者
自 由

自 由

自 由

自 由

　
自 由
自 由

申込者

ワンダーランド
しいたけのほだ木作り教室
ジュニアコーラス
おはなし会
つるし雛作り教室⑥
カナガワビエンナーレ国際児童画展（～14日)
ワンダーランド
ジュニアコーラス
中央公民館 忘れ物引き渡し期間（～19日）
ワンダーランド
ジュニアコーラス
おはなし会
第13回
ジュニアコーラス ミニコンサート
ワンダーランド
ワンダーランド
ワンダーランド 春の公演
山北中学校吹奏楽部
第１６回スプリングコンサート
桃の節句～つるし雛飾り～
（～４月８日）
春休み親子映画鑑賞会

おはなし会
山北町写真同好会 写真展（～22日）
ジャズ体操サークル「スマイリーキッズ」
サークル体験教室

中央公民館
中央公民館
中央公民館
中央公民館
中央公民館
企画財政課 TEL.（75）3652
中央公民館
中央公民館
中央公民館
中央公民館
中央公民館
中央公民館

中央公民館

中央公民館
中央公民館
中央公民館

山北中学校 TEL.（75）0755

山北婦人会

中央公民館
　
中央公民館
関　　昭男 TEL.（75）1448

中央公民館

９：００
９：３０
１０：００
１４：３０
１３：３０
９：００
９：００
１０：００
９：００
９：００
１０：００
１４：３０

１４：００

９：００
９：００
１４：００

１５：００

９：００

１３：３０
　

１４：３０
１３：００
１８：００
１９：００

土

木
金

土

火

土

日

木
金
土

日

水

土

　
土
水

金

1

6
7

8

11

15

16

20
21
22

23

26

29

　
5
9

11

　中央公民館に置き忘れとなっている物品について、３月１１日（火）から３月１９日（水）
までの間に展示をいたします。お心当たりの方は中央公民館までおいでください。
引き渡し場所　事務室前
拾 得 物 品　平成25年3月から平成26年2月までの忘れ物（帽子・ハンカチなど）

忘れ物の引き渡しについて
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図図 室室書 から

●●●●●●●図 書 室 利 用 案 内
利用時間は、９：００～１８：００です。
（ただし、木曜日以外の１７：００～１８：００は本の閲覧・コピー・返却業務となります。）
新刊図書は、随時入ります。また、新聞・雑誌・ビデオ・ＤＶＤ等も置いてありますのでご利用ください。
図書の貸し出し冊数は、本５冊以内、雑誌２冊以内で、期間は２週間以内です。
ビデオ・ＤＶＤの貸し出し点数は、合わせて２点以内で、期間は１週間以内です。
静かに学習をしたい方は、２階の学習室をご利用ください。その際、図書室で利用手続きを行ってください。
休館日の図書の返却は、中央公民館入口横の図書返却ポストをご利用ください。
（ビデオ・ＤＶＤ・紙芝居は入れないでください。）
清水・三保支所の窓口でも返却ができます。
インターネットで図書室の蔵書検索・予約ができます。
アドレスは、パソコン用　ｈｔｔｐ：//ｙａｍａｋｉｔａ-ｌｉｂ．ｊｐ/
　　　　　　携帯電話用　ｈｔｔｐｓ：//ｉｌｉｓｏｄ００１．ａｐｓｅｌ．ｊｐ/ｙａｍａｋｉｔａ-ｌｉｂ/ｗｏｐｃ/ｐｃ/ｍＳｒｖ？ｄｓｐ＝ＴＰ

携帯サイトの
案内はこちら

●日　程・内　容
①　３月　１日（土）
　絵本「はたらきもののじょせつしゃけいてぃ」ほか
　 （おはなしボランティア「クローバー」）
②　３月１５日（土）
　絵本「ぐりとぐら」
　（おはなしボランティア「ゆめ」）
③　４月　５日（土）
　絵本「わたしのワンピース」ほか
　（おはなしボランティア「ゆめ」）
●時　間　14：30～15：00
●場　所　親子室（図書室内）

☆ 今月の新着本案内 ☆
◆ 一 般 書

書　　　名 著  者  名　等
ぼくは戦争は大きらい
疾風ロンド
空蝉ノ念
翔ぶ少女
舞台

ほか

ほか◆ 児 童 書
書　　　名 著  者  名　等

だるまなんだ
鬼まつりの夜
しあわせなワニくんかんちがいレストラン
路上のストライカー
あのひのクジラ

お知らせお知らせお知らせ
　３月４日（火）から９日（日）まで蔵書点検の
ため図書室をお休みします。ご不便をおかけし
ますが、ご協力お願いします。
　なお、この期間中の資料の返却は事務室ま
たはブックポストへお願いします。
　また、学習室は通常通り利用できますが、受
付は事務室で行います。

今月のおすすめ本今月のおすすめ本今月のおすすめ本

『花』
　春の風物詩といえばやっぱり「桜」が真っ先に
思い浮かびますよね。今月は、『花』をテーマに、
いろいろな角度からおすすめの本を選びました。

やなせ　たかし
東 野 圭 吾
佐 伯 泰 英
原 田 マ ハ
西 　 加 奈 子

丸 山 誠 司
富 安 陽 子
はた　こうしろう
マイケル・ウィリアムズ
ベンジー・デイヴィス

　今年も全国の書店員さんが選んだ「本屋大
賞」のノミネート作品が発表されました！図
書室では全作品を集めて展
示します。ぜひ読み比べて
みてください。

2013年本屋大賞
ノミネート作品特集！
2013年本屋大賞
ノミネート作品特集！



山北
三保　

5.2℃
2.8℃

（4.3℃）
（2.5℃）

1月の平均気温

町の人口と世帯 （２月１日 現在）
（　）内は前月比

5,593人　
5,895人　
11,488人　
4,248世帯

（－　2人）
（　　2人）
（　　0人）
（　6世帯）

男
女
計

世帯数

※（　）内は平成25年の数値　　山北の気温は昨年10月より役場庁舎での測定値に変更

1月の降雨量
山北
三保　

61mm（61mm）
54mm（63mm）
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森林を活用した事業のため（ふるさと応援寄附金）
　　　鈴木　智晴　様　　10,000円　

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

※今回の掲載分は、平成２６年１月１６日から平成２６年２月１５日までに受付したものです。
　なお、掲載を希望されない場合は、届出をされる際に申し出ください。

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

1月1日から1月31日まで（小田原市消防本部）町内の災害等出動状況
火災 1件 救急 53件 救助 4件

な
る
こす

ま
ど

み
ね

み
そ
か

と
し
ど
し

３／　４～　　第１回町議会定例会
　　　９　　　清水中学校卒業式・閉校式

　　１３　　　山北・三保中学校卒業式

　　１４　　　幼稚園卒園式

　　１５　　　わかば・向原保育園卒園式

　　１６　　　町内一周駅伝競走大会

　　２０　　　小学校卒業式

　　２３　　　三保中学校閉校式

　　２５　　　山北中学校閉校式

３／　４～　　第１回町議会定例会
　　　９　　　清水中学校卒業式・閉校式

　　１３　　　山北・三保中学校卒業式

　　１４　　　幼稚園卒園式

　　１５　　　わかば・向原保育園卒園式

　　１６　　　町内一周駅伝競走大会

　　２０　　　小学校卒業式

　　２３　　　三保中学校閉校式

　　２５　　　山北中学校閉校式

り ず む

ま さ き

は る と

け い と

しゅう

か 　 こ

中下清水　朝　倉　音　符（女）一　樹・美南子

越　地　金　子　真　希（男）真　市・令　香

原耕地　岩　本　陽　斗（男）　真　・ありさ

下本村　倉　橋　佳　冬（女）王　明・佑美子

山　下　成　澤　　柊　（男）亮　介・加奈子

　畑　　湯　川　伽　瑚（女）国　広・美　和

班　目　　高　橋　圭　一（男）５７歳　本　人
原耕地　　石　田　金　平（男）８３歳　　〃　
上本村　　加　藤　良　平（男）９０歳　　〃　
下本村　　　　野　德　三（男）８８歳　　〃　
　〃　　　　　野　祐　一（男）６４歳　　〃　
山　下　　岩　本　友　次（男）７７歳　　〃　
共和西　　浅　野　　隆　（男）７２歳　　〃　
谷　ケ　　細　谷　豊　治（男）８０歳　　〃　
　台　　　持　麾　嘉世子（女）８４歳　昭　一
中下清水　　　　柳　ヒ　サ（女）８８歳　和　夫
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みんな元気に　豆まきしました！
　２月３日（月）、山北幼稚園とわかば保育園の園児たちが、
それぞれ手作りのお面をかぶり、室生神社で豆まきをしました。
　お参りを済ませた園児たちは、大きな声で「鬼は～そと」「福
は～うち」と、自分の中にいる“いじわる鬼”や“泣き虫鬼”
が出ていくように、元気に豆をまきました。
　今年も１年間、みんなでなかよく遊べますように･･･。

さくらの湯入場者 80万人達成

　今月号の表紙は、節分の豆まきをする園児たちの様子で
す。カメラを向けると、園児たちは元気よく豆をぶつけて
くれました。
　この元気と笑顔なら、鬼の方から逃げ出して行くのでは
ないでしょうか。

今月の表紙 「豆まき」

　２月９日、平成１６年４
月にオープンした「さくら
の湯」で、入場者が80万
人を超えました。
　入場者80万人目となっ
たのは、町内にお住まいの
井上和範さんで、町からは
花鉢と無料利用券綴りや
記念写真パネル、ともしび
ショップからは記念品が贈
呈されました。また、８０万
人目の前後10人の方に
も、前後賞として花の苗と無料利用券が贈られました。
　井上さんは、さくらの湯を１００回以上利用されていて、
今回の記念すべき入場にスタッフから祝福されると、大変
喜んでいられました。

ロンドン五輪女子マラソン出場
尾﨑好美さんの靴型記念碑

たた

　丹沢湖記念館に、尾﨑好
美さんの靴型の記念碑が設置
されました。

　この靴型は、昨年11月の丹沢湖
マラソン大会に尾﨑さんがゲストラ
ンナーとして出場した際に使用した
シューズの型で、山北町環境整備公
社が、これまでの尾﨑さんの功績を
讃え、丹沢湖の地から尾﨑さんに続
くアスリートが再び誕生することを期

待して記念碑として設
置したものです。
　このシューズの実物
は、丹沢湖記念館内
に展示されています。


